
 
 

 

 

2023年 10月 16日発行 糖尿病ケアチーム通信 第 6号 

マンジャロ皮下注 2.5mg/5mg/7.5mg/10mg/12.5mg/15mgアテオス 
                       

マンジャロ皮下注（成分名：チルゼパチド）は、2023年 4月に発売され 

た持続性 GIP/GLP-1 受容体作動薬です。2 型糖尿病患者のみ適応の週 1

回使用の注射剤（1回使い切り製剤）で、全 6規格あります。 

～GIP・GLP-1とは？？～ 

GIPと GLP-1はもともと私たちの体にあるホルモンです。このホルモンは、食事摂取に伴い小腸から分泌され、

膵臓に作用しインスリン分泌を促進します。血糖値が正常あるいは低い場合はインスリンを増強しません。 

 

 

マンジャロ皮下注アテオスはこのホルモンと同様に働くように作られた薬剤です。 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 

文責：薬局 新井山     

 

○適応：2型糖尿病 

〇用法及び用量  

週１回 2.5mg から開始、4 週間投与した後、週１回 5mgに増量。維持用量は週１回 5mg。患者

の状態に応じて適宜増減するが、週１回 5mg で効果不十分な場合は 4 週間以上の間隔で 2.5mg ず

つ増量可能。最大用量は週１回 15mg 

〇副作用 

 ・下痢、便秘、嘔気、嘔吐、食欲不振などの胃腸障害 

 ・低血糖（SU薬、グリニド薬又はインスリンと併用する場合） 

 ・急性膵炎、胆嚢炎、胆管炎、胆汁うっ滞性黄疸 

 

〇注意事項 

 ・週 1回、同一曜日に投与 

 ・用量依存的な体重減少が認められるため過度の体重減少は注意 

  （BMIが 23kg/㎡未満の患者では有効性及び安全性は検討されていない） 

 ・開始用量の 2.5mgで血糖コントロール良好であっても、5mgへ増量する必要がある 

  （5mgへ増量し、2.5mgへ減量することは問題ないが 開始用量の 2.5mgのみ継続使用は不可） 

 ・新薬のため投与制限あり、2024年 3月末まで 2週間処方 ※全 6規格 

 ・冷蔵庫保管 ※冷蔵庫の使用が出来ない場合は室温（30℃以下）で 21日間まで保管可能 

 ・投与を忘れた場合、次の投与予定日まで 3 日（72 時間）以上ある場合はすぐ投与、その後はあ

らかじめ定められた曜日に投与する。次の投与予定日まで 3 日（72 時間）未満の場合は忘れた

分をとばして、その後は次のあらかじめ定めた曜日に投与する 

 

 

 

使用法は 3 つのステップで操作が

簡単、針の取り付け作業不要！！ 


